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概 要 

応 用 分 野 

 2025年に向け、地域包括ケアシステムの推進が急務となっている現在、訪問看護師の増員、教育体制
の確保、働き続けられる職場環境の整備が課題であると言えますが、在宅領域で働く訪問看護師の
ワーク・ライフ・バランス（以下WLB）の実態は明らかにされていません。 WLBを促進することで、訪問看
護師の人員確保ができ、能力を発揮し、いきいきと働き続けられる職場の実現し、訪問看護の質も向上
し、県民の方々に安全で安心できる看護を提供できるものと考えます。 
 この研究は、訪問看護師のWLBにおける実態調査を行い、課題を明らかにすることを目的としていま
す。 
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連絡先 

研 究 内 容 

【調査内容】 
 「看護職のWLBインデックス調査票」を一部改変し、県内の訪問看護ステーションの施設・職員の実態を調査した。 
１）施設調査：施設概況（訪問看護師数、勤務形態、労働時間、離職率等）、WLB推進体制など 
２）職員調査：属性（性別、年齢、経験年数、雇用形態など）、職場や仕事についての評価など 
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16組織は能力開発のための研修の実施、またはその参加を支援してくれる 

14現在の仕事の量と仕事の内容に対して今の給与は妥当である 

13あなたの部署では診療・ケアなどに費やす時間を十分にとることができる 

4今の勤務先にできるだけ長く勤めたい 

3今の勤務先の将来に不安はない 

2今の勤務先は目先の利益にとらわれず、長期的な視点にたった経営をしている 

1職員を大切にする組織である 

経営・組織について 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 
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10上司は必要な時に、的確なアドバイスや支援をしている 

9上司は仕事の成果について公正に評価している 

8上司はあなたの考え方をよく聞いて、理解している 

7上司は自身の考えや方針を十分に説明している 

6あなたの部署では上下関係にこだわらず、主張すべきことを自由に話し合える 

上司について 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 
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15現在の仕事は、自分の描く将来像につながる仕事である 

12現在の仕事は、自分の能力向上の機会になっている 

11現在の仕事は、自分の能力を活かせる仕事である 

現在の仕事に対する自己評価 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 
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22勤務表作成時に個人の希望が通りやすい 

21定時で終えることのできる業務である 

20一週間程度の連続した休暇を必要に応じて取得できる 

19有給休暇は必要に応じて取得できる 

18必要に応じて今の雇用形態のまま、短時間勤務に変更できる 

17必要に応じて休暇が認められる 

5業務が終われば周囲に気兼ねなく帰ることができる 

労働環境について 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 
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24現在の生活（家庭生活、地域生活等）に満足している 

23現在の働き方に満足している 

満足度（現在の働き方・生活）について 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 

職場や仕事についての評価（個人調査から） 

【調査結果】 
 施設調査では、WLB推進体制についての項目では、支援制

度について情報提供したり、理解を深める働きかけについて
の項目は60％以上行われていた。組織内でプロジェクトチー
ムを作ったり、モニタリングを行うなどの項目は30％程度しか
行われていなかった。 

 また、「職員が仕事と生活を両立（調和）する上で、必要と思
われる支援は何か」という質問には、人材の確保の他、家
族・職場の理解というお互い様風土について回答している施
設があった。 
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⑧WLBの理解を深める働きかけをしている 

⑦WLB支援制度について情報提供をしている 

⑥施設内アンケートやヒアリングにより、意見を取り上げ改善している 

⑤職員のWLBに配慮する必要性を管理研修に取り入れている 

④職場を評価する管理指標としている 

③WLBを推進しているかモニタリングしている 

②庶務場内のプrジェクトチームを作っている 

①WLB支援への考え方が、経営理念や人事方針として明文化されている 

WLB推進体制について（施設調査から） 

はい いいえ 
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現在の健康状態 

現在の健康状態 

非常に健康 まあ健康 やや不調 非常に不調 健康とも不調とも言えない 

【個人調査】 

 個人調査では、「上司について」「現在の仕事に対する自己評価」「満足度」については、評価の高い傾向にあるが、「労
働環境について」の［連続して休暇取得］や［定時で終えることのできる仕事］という項目は、低い評価であった。 
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